
電気用品安全法の解釈 － 対象非対象関係 

平成１９年８月１７日 製品安全課 

商品名等 

（電気用品名等） 

ふ卵装置 

 

 

１ 当該商品等の概要 

 

○用途、機能、性能 

 本装置は、ふ卵場等において使用されるふ卵装置で、セッターとハッチャーによ

って構成される。鶏卵の場合は、セッター内で１８～１９日間温められ、その後ハ

ッチャーに移されてふ化する。 

  

○構造、仕様、意匠 

 セッター、ハッチャーは、いずれも庫内の加熱にシーズ式ヒーター、冷却に冷水

コイルを用いて温度調整を行うとともに、外気の入排気コントロールによって空気

を循環し、加湿装置により湿度を制御するものである。 

 庫内容量は、セッター：鶏卵７７,７６０～９０,７２０個 

       ハッチャー：鶏卵１２,９６０～１５,１２０個 

 外観寸法等は、セッター：8,184(L)×3,047(W)×2,504(H)㎜、重量4,500ｋg 

               ハッチャー：2,000(L)×2,900(W)×1,923(H)㎜、重量1,250ｋg 

 定 格：単相１００／２００Ｖ、３相２００Ｖ、５０－６０Ｈｚ、 

       ７.３３ｋＷ（セッター）、２.３７ｋＷ（ハッチャー） 

 

○主な使用者、販売先 

ふ卵場等 

 

 

２ 対象・非対象の解釈 

  

 電気用品安全法上は、非対象として取り扱う。 

 

（理由） 

 本装置は、用途、構造等から、ふ卵場等において事業用電気工作物に接続して使

用される設備であることから、「電気ふ卵器」に該当せず、非対象として取り扱う

ことが妥当と判断する。 

 


